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6
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

新学期がスタートしてから１カ月あまりが過
ぎ、それぞれ進学や進級されたお子さんも、慣れ
てきたころではないかと思います。一方、新しい
集団での生活に馴染めず不安を抱いているお子さ
んもおられ、心配されている保護者の方の声も耳
にします。
安来市では、充実した学校生活を支援するた
め、本年度から教育委員会に常駐する特別支援教
育担当の指導主事を１名増員し、２名としまし
た。これにより、児童生徒の生活面や学力面につ
いて、よりきめ細かくサポートできる体制が整っ
たと考えています。
一方、就学前対策として、小学校へのより円滑

な移行を目指し、昨年度から就学前の５歳児を対
象に、子どもの発達などに関する保護者からの相
談の場として、「就学移行支援事業」を実施して
います。この取り組みは、他の市町村で行われて
いる「５歳児健診」とは異なり、就学前のより早
い段階から長期的なサポートができるよう、保護
者のニーズに応える形での「相談会」として、安
来市が独自に実施しているものです。
これからも児童、生徒にとって、より良い教育

環境を構築できるよう、保護者の皆さんと、学校、
行政が一体となった支援体制を目指します。

さん い ぶ

古事記編纂１３００年にあわせ、神話が息吹く
ふもと

比婆山において、登山道や東屋の改修、麓に
休憩所を設置するなど、周辺環境を整備しました。
今回、地元の井尻地区の皆さんが主体となり、祭り
を盛大に開催されたのを機に、この地がより多くの
人に親しまれていくことを期待します。

昔の農耕作業の様子を演じて、豊作
だ つか

を願う、伝統の御田植神事。「駄使い」
と呼ばれる主役のこっけいな演技に、
境内は笑いに包まれていました。
・撮 影日 ５月５日
・撮影場所 赤江八幡宮

今月の表紙
「豊作祈願をユーモアに」

学校教育の充実

比比婆婆山山神神話話フフェェススタタ「「イイザザナナミミ祭祭」」
（（５５月月６６日日、、比比婆婆山山久久米米神神社社里里宮宮ににてて））

信
長市

短
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事業名

やや
すす
ぎぎ
夢夢
追追
人人
支支
援援
事事
業業

展展
示示
・・
商商
談談
会会

出出
展展
促促
進進
事事
業業

各各
種種
相相
談談
受受
付付

概 要

売
上
や
雇
用
の
拡
大
な
ど
を
目

的
に
、
個
人
、
企
業
、
団
体
な
ど

が
新
規
に
取
り
組
む
事
業
（
新

サ
ー
ビ
ス
・
商
品
開
発
、
販
路
拡

大
な
ど
）
に
つ
い
て
、
計
画
策
定

か
ら
事
業
実
施
ま
で
の
助
言
と
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

※
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

販
路
の
拡
大
な
ど
を
目
的
に
、

市
内
の
個
人
、
中
小
企
業
、
団
体

な
ど
が
県
外
各
地
で
開
催
さ
れ
る

各
種
商
談
会
、
展
示
会
に
出
展
す

る
場
合
、
出
展
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

技
術
開
発
や
商
品
開
発
、
販
路

拡
大
な
ど
に
関
す
る
各
種
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
内
容
に

応
じ
て
専
門
家
、
関
係
機
関
、
事

業
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）

ま
た
、
知
的
財
産
権
（
特
許
・

商
標
・
著
作
権
な
ど
）、
食
品
品

質
表
示
を
は
じ
め
と
す
る
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
す
る
相
談
（
原

則
無
料
）も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
食
品
品
質
表
示
ラ
ベ
ル
の
発
行

も
行
っ
て
い
ま
す
。（
有
償
）

補助額

事
業
対
象
経
費
の
５
分
の
４

（
最
大
２
０
０
万
円
）

出
展
料
支
援
金
…
自
己
負
担
額
の

２
分
の
１
（
最
大
３
万
円
）

旅
費
支
援
金
…
開
催
地
に
応
じ
て

定
額
支
給
（
最
大
２
万
円
）

申込期限

平
成
２４
年
１０
月
３１
日

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２５
年
３
月
３１
日

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

随
時

●問い合わせ先 商工観光課 ℡２３－３３４４
やすぎ農業協同組合生産流通課 ℡２８－７８００
安来市商工会議所 ℡２２－２３８０
安来市商工会 ℡３２－２１５５

※産業サポートネットやすぎホームページ…http : //yasugi-ssy.net/index.html

地域の産業と経済の活性化を図ることを目的に、安来市・やすぎ
農業協同組合・安来商工会議所・安来市商工会の４団体で構成しています。
新規事業や技術商品開発、販路の拡大など、皆さんのやりたいことを形
にするために、商工業・農林業・観光業などの各分野の団体が連携し、事
業のサポートを行っています。

産産業業ササポポーートトネネッットトややすすぎぎ（（ＳＳＳＳＹＹ））ととはは？？

●
平
成
２４
年
度
の
主
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
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「
神
話
博
し
ま
ね
」
は
、

県
内
各
地
を
訪
ね
歩
き
、
地

域
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ゾ
ー
ン
で
す
。
会
場
で
の
見

ど
こ
ろ
は
、
国
内
最
大
級
の

ア
ー
ク
型
超
ワ
イ
ド
ス
ク

リ
ー
ン
で
神
話
の
物
語
を
お

伝
え
す
る
「
神
話
映
像
館
」

（
有
料
）、
銅
剣
や
銅
鐸
、

古
代
出
雲
大
社
本
殿
の
復
元

模
型
の
展
示
や
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
展
を
行
う
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
（
有
料
）、
代
表

的
な
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
神

楽
」
を
は
じ
め
、
島
根
の
魅

力
た
っ
ぷ
り
の
ス
テ
ー
ジ
を

毎
日
上
演
す
る
「
魅
力
発
信

ス
テ
ー
ジ
」（
無
料
）
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ご
家

族
・
ご
友
人
と
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

備 考

20名以上の団体

20名以上の団体
大学生 400円
20名以上の団体／大学生 320円

当日券（前売券）
（８００円）
（－）
（４００円）
（－）
（－）
（－）

１，０００円
９００円
５００円
４５０円
６００円
４８０円

区 分
普通
団体
普通
団体
普通
団体

神話映像館 ＋
古代出雲歴史博物館※（セット券）

神話映像館（単券）

古代出雲歴史博物館（単券）※

助成額

２０万円

２０万円

２０万円

事業主体
公民館、観光協会、
民間団体など
観光協会、民間団
体など
観光協会、ガイド
団体など

対象事業
県民が開催する歴史文化
などを学ぶ研修会
観光関係者が実施する養
成講座など
ガイド組織などが実施す
る養成講座や体制強化

事業名
「しまね」の
魅力再発見
おもてなし
スキルアップ
ガイドスキル
アップ

●問い合わせ 神々の国しまね実行委員会事務局（県内事業班）
℡０８５２-２２-６６７１

７月２１日㈯－１１月１１日㈰

神話博しまねコールセンター
℡０８５３-５３-８８３５

地域の皆さんが、県内各地域の歴史文化などの魅力、観光
資源を活用したさまざまな事業に主体的に取り組み、「しま
ね」を盛り上げていただく活動を支援しています。
※申し込みは随時受付中。（枠に限りがあります）

平成 24年度 神々の国しまねプロジェクト助成金

島
根
県
で
は
、
観
光
誘
客
だ
け
で
な
く
地
域
へ
の
愛
着
と
誇

り
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
、

「
神
々
の
国
し
ま
ね
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ん

そ
し
て
、
古
事
記
編
纂
か
ら
１
３
０
０
年
と
な
る
今
年
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
神
話
博
し
ま
ね
」
を

７
月
２１
日
か
ら
１
１
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

出雲大社周辺

無 料
高校生以下

●問い合わせ

主会場

会 期

入場券販売情報

公式ウェブサイト http : //www.shinwahaku.jp

●販売所
・安来市観光協会

窓口

（ＪＲ安来駅隣接
）

・商工観光課（伯
太庁舎）

かすり

・広瀬絣センター
※前売券の販

売は

７月２０日まで

前売券は市内でも購
入できます

（しまねっこクリ
アファイル

の特典付きとなっ
ています）

※古代出雲歴史博物館（℡ 0853-53
-8600）は、常設展示の観覧券です。
また、8/21㈫・9/18㈫・10/16㈫は
休館日となりますのでご注意ください。
（神話映像館は無休です）
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自
主
防
災
組
織
と
し
て
市

が
認
定
す
る
組
織
。

※
自
主
防
災
組
織
の
認
定
要

件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
危
機

管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

防
災
資
機
材
等
の
整
備
事
業

（例）
メ
ガ
ホ
ン
、
消
火
器
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
救
急
箱
な
ど
。

防
災
訓
練
等
事
業

（例）
資
料
印
刷
代
、
研
修
会
を

実
施
す
る
際
の
講
師
へ
の
謝

礼
な
ど
。

自
主
防
災
組
織
の
構
成
世

帯
数
に
応
じ
、
左
表
の
額
を

限
度
に
、
対
象
事
業
費
の
２

分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

※
5
つ
の
自
治
会
以
上
で
構

成
す
る
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
は
、「
自
治
会
数
×
２

万
円
」
を
加
算
し
ま
す
。

申
請
書
に
事
業
計
画
書
な

ど
の
書
類
を
添
付
の
上
、
危

機
管
理
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
請
書
類
は
、

危
機
管
理
課
で
お
渡
し
し
て

い
ま
す
）

①
事
前
に
着
手
し
た
も
の
は

対
象
外
で
す
。

②
補
助
金
の
支
給
は
、
年
度

中
に
１
回
限
り
で
す
。

③
弁
当
、
会
議
茶
菓
子
な
ど

の
食
料
費
は
対
象
外
で
す
。

た
だ
し
、
備
蓄
食
料
は
対
象

と
な
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
は

多
く
の
尊
い
い
の
ち
が
犠
牲
に
な
る
一
方
、
近

隣
住
民
の
協
力
に
よ
り
、
倒
壊
し
た
家
屋
な
ど

か
ら
多
数
の
人
が
助
け
出
さ
れ
た
り
、
自
主
防

災
組
織
が
機
能
し
た
地
域
で
は
、
住
民
を
高
台

に
避
難
さ
せ
て
、
津
波
か
ら
全
員
を
守
っ
た
り

し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
災
害
で
は
、
公
的
機
関
に
よ
る
救

援
活
動
が
行
き
届
か
な
い
状
況
も
想
定
さ
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
を

行
う「
自
主
防
災
組
織
」の
役
割
が
重
要
で
す
。

現
在
、
安
来
市

で
は
１
１
３
自
治

会
に
よ
る
１３
の
自

主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、

防
災
に
関
す
る
知

識
や
技
術
習
得
な

ど
の
訓
練
に
努

め
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
て
い
ま

す
。

限度額
２万円
４万円
６万円
８万円
１６万円

世 帯 数
100世帯以下
101～200 世帯
201～300 世帯
301～400 世帯
401 世帯以上

地
域
で
み
ん
な
の
い
の
ち
を
守
る

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課

℡
２３‐

３
０
７
４

広広
げげ
よよ
うう
自自
主主
防防
災災
組組
織織
のの
輪輪

安
来
市
で
は
、
自
治
会
や
地
区
単
位
な
ど
が
母
体
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
連

携
し
、
組
織
さ
れ
た
「
自
主
防
災
組
織
」
を
支
援
す
る
た
め
、
組
織
の
活
動
や
防
災
資
機
材
の

整
備
に
必
要
な
経
費
を
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。（
安
来
市
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金
）

「「自自主主防防災災組組織織育育成成事事業業補補助助金金」」

対
象
と
な
る
団
体

補
助
金
の
額

申
込
方
法

補助金の限度額

宇宇波波自自主主防防災災組組織織がが行行ううＡＡＥＥＤＤ講講習習会会。。
迅迅速速なな救救助助がが生生命命をを救救いいまますす。。

対
象
と
な
る
事
業

注
意
事
項

ごご活活用用くくだだささいい

６



こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、

集
中
豪
雨
や
長
雨
に
よ
る
、
が
け
崩
れ
な
ど
の

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
雨
の
量
が
１
時
間
に
２０
ミ
リ
以
上
ま

た
は
、
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が
１
０
０
ミ

リ
以
上
と
な
っ
た
と
き
は
、
十
分
な
警
戒
が
必

要
で
す
。
大
雨
時
は
、
気
象
情
報
や
行
政
告
知

端
末
に
よ
る
防
災
情
報
な
ど
に
気
を
配
る
と
と

も
に
、危
険
を
感
じ
た
ら
、声
を
掛
け
あ
っ
て
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、日
ご
ろ
か
ら
、家
庭
や
地
域
な
ど
で
、

が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
や
避
難
場
所
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
避
難
用
具
の
準
備

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

地区・海岸
などの名称

安来港付近

安来港付近

安来港付近

吉佐新川
河口付近

論田港

吉佐新川
河口付近

※このデータは、歴史地震資料や活断層資料などをもとに想定したもので、

将来発生する地震を予知したものではありません。

※津波警報、注意報は次の基準に従って発表されます。

・大津波警報…３㍍以上程度の津波が予想される場合。

・津波警報 …２㍍以上程度の津波が予想される場合。

・津波注意報…０．５㍍以上程度の津波が予想される場合。

津波最大
水位所在地

南十神町

南十神町

南十神町

吉佐町

赤江町

穂日島町

津波の到達
時間
（分）

３９３

２７４

３３５

２６７

１５７

４４１

安来市での最
大の津波高さ

（cm）
１７

２１

１４

１３

１２

７

地震規模

（マグニチュード゛）
７．８５

８．０１

７．５

７．５

７．４

７．３

地震名

佐渡島北方沖

佐渡島北方沖

出雲市沖合
（断層北傾斜）
出雲市沖合
（断層南傾斜）

隠岐北西沖

浜田市沖合

まもなく梅雨シーズン

「土砂災害」に
十十分分注注意意ししままししょょうう

島
根
県
が
設
置
す
る
、専
門
家
に
よ
る「
島
根
県
地
震
被
害
想
定
調
査
検
討
委
員
会
」

か
ら
、
最
新
の
地
震
被
害
想
定
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
地
震
の
想
定
並
び
に
安
来
市
に
お
け
る
地
震
に
よ
る
津
波
予
測
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安来市における津波被害の想定
市内では最大21センチメートルの津波が想定されてい
ます。高潮と重なると浸水が起こる可能性がありますの
で、十分ご注意ください。
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安
来
市
で
は
、
平
成
２３
年

３
月
に
、
健
康
増
進
計
画「
健

康
や
す
ぎ
２１
」
第
２
次
計
画

（
平
成
２３
年
度
か
ら
５
年
間
）

を
策
定
し
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
よ
り
身
近
な
地
域
で
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、

交
流
セ
ン
タ
ー
単
位
に
あ
る
地
区
健
康
推
進
会
議
で
の
地

区
行
動
計
画
の
策
定
や
見
直
し
を
検
討
し
て
お
り
、
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本

で
す
。
し
か
し
、
近
年
、
食

生
活
の
乱
れ
な
ど
に
起
因
し
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
を
発
症

す
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
１
日
３
回
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
、

薄
味
に
心
掛
け
る
、
旬
の
も

の
を
食
べ
る
、
家
族
み
ん
な

で
食
卓
を
囲
む
」
な
ど
、
改

め
て
自
分
自
身
の
食
生
活
を

見
直
し
、
健
康
的
な
食
習
慣

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

みみんんななでで作作ろろうう
よよりりよよいい食食習習慣慣とと食食環環境境

（平成２２年度安来市健康実態調査）

よよ
いい
食食
事事
をを

よよ
いい
歯歯
でで
とと
ろろ
うう

朝食を毎日食べる人の割合

食食事事

●問い合わせ
いきいき健康課
℡２３-３２２０

▲特に 20歳代で朝食を
毎日食べる割合が、少な
くなっています。

６
月
は
、「
食
育
月
間
」、「
歯
の
衛
生
週
間

（
６
月
４
日
〜
１０
日
）」
で
す
。
ま
た
、
安
来

市
が
今
年
度
に
実
施
す
る
各
種
が
ん
検
診
も

始
ま
り
ま
す
。（
７
月
か
ら
は
４０
歳
以
上
の
国

保
加
入
者
を
対
象
と
し
た
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
）

毎
日
を
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
生
活
習

慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
食
育
月
間
で
す

地地
域域
ぐぐ
るる
みみ
のの
健健
康康
づづ
くく
りり
をを
推推
進進
しし
まま
すす

朝ご飯を毎日食べましょう！
朝食をとることは、眠って

いた体を目覚めさせる大切な
役割があります。
欠食すると、午前中に必要

なエネルギーが不足し、仕事や
勉強の能率を欠くことになる
ほか、昼と夜の食事の量が増
える原因にもなります。

主食・副菜・主菜がそろえば理
想的です。（朝食で副菜を食べ
ないときは、昼食や夕食で補い
ましょう）
（例）

ゆで卵

ミカン

朝寝坊してもちょっとひと工夫

お手軽朝食で、簡単に！

＋

＋

トマト

ミルク

＋

＋

おにぎり

トースト
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安
来
市
国
民
健
康
保
険
が

実
施
す
る
特
定
健
診
は
、
自

己
負
担
金
が
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

歯歯周周病病をを予予防防ししてて 8800 歳歳でで
自自分分のの歯歯をを 2200 本本以以上上保保ととうう

知知ろろうう自自分分のの身身体体
見見直直そそうう生生活活習習慣慣

健健康康診診断断

６
月
か
ら
各
種
が
ん
検
診
、
７
月
か
ら
４０
歳

以
上
の
特
定
健
診
（
安
来
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
が
対
象
）、
９
月
か
ら
７５
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

歯歯

な
ぜ
自
分
の
歯
を
２０
本
？

少
な
く
と
も
２０
本
自
分
の

歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が

で
き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

６
月
４
日
〜
１０
日
は

歯
の
衛
生
週
間
で
す

健
康
診
断
を
受
け
て
自
分
の

体
を
正
し
く
知
ろ
う

▲どの検診も 60歳代の受診が最も多く、
40～50歳代の受診が少ない傾向です。

「
歯
み
が
き
は
じ
ょ
う
ぶ

な
か
ら
だ
の
第
一
歩
」。

て
い
ね
い
な
歯
み
が
き
や

糸
よ
う
じ
に
よ
る
歯
の
手
入

れ
な
ど
を
習
慣
づ
け
、
歯
周

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
１
年
に
１
回
は
歯

科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

調
査
で
は
、
約
半
数
の
人

が
１
日
１
回
は
て
い
ね
い
な

歯
み
が
き
を
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
、
何
も
し
て

い
な
い
と
い
う
人
も
約
２
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

歯
や
歯
ぐ
き
の
健
康
に
つ

い
て
、
も
っ
と
関
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
病

気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、
定
期
的

な
健
康
診
断
と
健
康
的
な
生

活
習
慣
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

自
分
や
家
族
の
健
康
状
態

に
関
心
を
持
ち
、
み
ん
な
で

誘
い
合
っ
て
、
健
康
診
断
や

各
種
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
か
ら
、

自
分
自
身
の
生
活
習
慣
を
見

つ
め
直
す
と
と
も
に
、
精
密

検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た

場
合
は
、
必
ず
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

歯の健康のためにしていること（上位５項目）

がん検診の受診状況（平成２１年度）
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ど
ん
な
放
送
が
流
れ
る
のの
？？

費
用
は
ど
の
く
ら
い
必
要
な
の
？

放
送
の
内
容
・
範
囲
・
緊
急
度
に

よ
り
、
次
の
３
種
類
の
放
送
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●●
定
時
放
送
…
毎
日
１２
時
２０
分
と
１９

時
４５
分
（
１９
時
４５
分
放
送
の
も
の
は

１２
時
２０
分
の
再
放
送
）
に
、
市
内
全

域
へ
放
送
し
ま
す
。

（例）
防
災
・
防
犯
情
報
、
市
が
主
催
や

後
援
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
各
種

申
請
や
検
診
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

情
報
・
健
康
情
報
な
ど
。

●●
臨
時
放
送
…
市
内
全
域
ま
た
は
特

定
の
地
区
に
向
け
て
、
都
度
放
送
し

ま
す
。

（例）
災
害
情
報
、
道
路
や
水
道
な
ど
の

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
障
害
等
の
情
報
、

行
方
不
明
者
等
の
情
報
提
供
依
頼
、

地
域
を
限
定
し
た
お
知
ら
せ
な
ど
。

●●
緊
急
放
送
…
特
に
生
命
・
財
産
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
行
う
放
送
で
す
。
サ
イ
レ
ン

音
と
と
も
に
告
知
端
末
の
ラ
ン
プ
が

オ
レ
ン
ジ
色
に
点
滅
し
、
最
大
音
量

で
放
送
が
流
れ
ま
す
。

告
知
放
送
の
利
用
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
設
置
に
係
る
通
信
線
工
事

や
通
信
機
器
の
設
置
経
費
に
つ
い
て

は
利
用
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

設
置
費
用
の
目
安

８
万
円
程
度

※
こ
の
ほ
か
に
、
宅
内
配
線
・
機
器

取
付
の
実
費
が
必
要
で
す
。（
配
線

距
離
や
家
の
構
造
に
よ
り
額
が
異
な

り
ま
す
）

※
事
前
に
費
用
の
見
積
も
り
を
し
ま

す
の
で
、
告
知
端
末
の
設
置
・
運
用

保
守
業
を
行
う
、
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ

こ
テ
レ
ビ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
行
政
告
知
用
の
通
信

機
器
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
視
聴
（
別
途
、
利
用
料
お
よ

び
テ
レ
ビ
用
の
配
線
経
費
が
必
要
）

も
で
き
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
得
な
制
度
の
ご
案
内
】

告
知
端
末
の
無
い
世
帯
に
、
新
規

に
端
末
を
設
置
す
る
場
合
、
通
常
よ

り
安
価
に
設
置
で
き
る
制
度
が
ご
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
や
す
ぎ

ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
（
１
軒
）
に
つ
き
１
台
の

み
対
象
で
す
。

※
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
の
期
間
中
に
「
機
器
設
置
承

諾
書
」
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
人
も

対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ

●●
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

（
㈱
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
）

℡
22‐

５
０
５
０

●●
安
来
市
情
報
政
策
課

℡
23‐

３
０
７
７

安
来
市
で
は
、
各
家
庭
に
設
置
の
行
政
告
知
端
末
を
使
っ
て
、
防
災

情
報
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
情
報
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら

せ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
・
安
来
警
察
署
や
、
お
住
い

の
地
区
の
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
も
放
送
し
ま
す
。
未
設
置

の
お
宅
は
、
行
政
告
知
端
末
の
設
置
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

行行
政政
・・
防防
災災
・・
防防
犯犯
・・
地地
域域
情情
報報
なな
どど
をを
、、
いい
ちち
早早
くく
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

行行政政告告知知端端末末
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浄
化
槽
整
備
区
域
（
公
共
下
水
道

な
ど
の
計
画
区
域
外
）
に
お
い
て
、

水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
に
、
市

が
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

設
置
工
事
の
期
間
は
２
週
間
程
度

で
す
が
、
施
工
業
者
の
選
定
な
ど
が

必
要
な
た
め
、
申
請
か
ら
完
了
ま
で

２
〜
３
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
宅
内
の
排
水
を
浄
化
槽
に

接
続
す
る
設
備
の
工
事
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
施
工
す
る
業
者
は
、
申
請

者
が
市
の
指
定
工
事
店
の
中
か
ら
選

定
し
、
工
事
費
は
申
請
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
へ
の
各
種
手
続
き

な
ど
は
、指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

※
平
成
２４
年
度
申
請
受
付
は
、
１１
月

末
ご
ろ
に
締
め
切
り
ま
す
。

申
請
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の

▽
受
益
者
分
担
金
…
２０
万
円

▽
宅
内
排
水
設
備
の
工
事
費
…
指
定

工
事
店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
下
水
道
使
用
料
…
水
道
使
用
量
に

応
じ
た
額
（
２
カ
月
ご
と
の
請
求
）

公
共
下
水
道
の
計
画
区
域
で
あ
っ

て
も
、
当
分
の
間
（
お
お
む
ね
７
年

以
上
）
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
地
域

に
お
い
て
は
、
浄
化
槽
を
自
ら
設
置

す
る
個
人
ま
た
は
事
業
所
な
ど
に
対

し
、設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
場
合
も
宅
内
の
排
水
設
備
工

事
が
必
要
で
す
。
市
へ
の
申
請
手
続

き
な
ど
は
、
指
定
工
事
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
浄
化
槽
整
備
区
域
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
補
助
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
際
は
、
事
前
に
下
水
道
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
２４
年
度
の
申
請
受
付
は
、
１２

月
末
ご
ろ
に
締
め
切
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

▽
５
人
槽
…
３３
万
２
千
円

▽
７
人
槽
…
４１
万
４
千
円

▽
１０
人
槽
…
５４
万
８
千
円

く

下
水
道
へ
の
接
続
に
際
し
、
汲
み

取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

資
金
に
つ
い
て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
を

し
て
い
ま
す
。

融
資
の
内
容
な
ど

▽
融
資
限
度
額
…
１
０
０
万
円
（
大

便
器
の
数
・
改
造
状
況
に
応
じ
て
、

最
高
２
０
０
万
円
）

▽
返
済
期
間
…
６０
カ
月
以
内

▽
貸
付
利
率
…
年
１.５
％

※
保
証
人
１
名
が
必
要
で
す
。

（
市
内
在
住
で
生
計
を
別
に
す
る
人
）

つつななごごうう下下水水道道

水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る

世
帯
に
、
市
が
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
す

浄
化
槽
整
備
区
域
が
対
象

下下水水道道へへのの接接続続ににごご協協力力くくだだささいい
市市でではは、、生生活活環環境境のの改改善善やや、、生生活活排排水水にによよるる河河川川ななどどのの水水質質
汚汚濁濁をを防防ぐぐたためめ、、今今年年度度もも計計画画的的にに下下水水道道工工事事をを行行いいまますす。。
中中ででもも、、経経済済的的でで短短期期間間にに整整備備ががででききるる浄浄化化槽槽のの設設置置をを促促進進
ししてていいまますす。。

■問い合わせ…下水道課 ℡２３‐３１０５

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す

当
分
の
間
、
整
備
が
見
込
ま
れ
な

い
公
共
下
水
道
計
画
区
域
が
対
象

ご
利
用
く
だ
さ
い

水
洗
便
所
の
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

工
事
費
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島根半島にある神社 97 カ所の魅力を紹介する電子
書籍「島根半島 海辺の神社」を、今津町在住の松本
珱子さんが自費出版されました。
神社巡りを趣味とする松本さんは、平成 16 年から
現在まで３００カ所を超える神社を訪れ、その風景を写

く け ど

真に納めておられます。きっかけは、潜戸神社（沢町）
に置かれたこま犬との出会い。ユーモラスな表情にひ
かれ、各地の神社を巡るようになったと当時を振り返
ります。松本さんは、「神社のある美しい風景は日本
人の心のふるさと。多くの人に歴史や文化を知っても
らいたい。機会があれば安来の神社も紹介したい」と
話していました。

昨年４月 26 日にオープンした道の駅「あら
エッサ」で、１周年感謝祭が４月 26 日から５月
６日まで行われ、特産品の試食販売やステージ
アトラクションなどのさまざまな催しに、たく
さんの来場者でにぎわいました。
安来の魅力を全国に発信し、観光や産業の振
興、市民の憩いの場となる拠点を目指してオー
プン。地元の旬な食材にこだわった農産物等販
売所や和風レストランなどが好評で、一年間の
来店者は、予想を上回る約 26 万
６千人にのぼりました。

「
世
界
中
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」と
手
軽
に
購
入
で

き
る
電
子
書
籍
で
出
版
。米
ア
ッ
プ
ル
社
「
i
P
a
d
」

用
ア
プ
リ
市
場
で
３
５
０
円
に
て
購
入
で
き
ま
す
。
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第 17 回やすぎ刃物まつりが５月３日・４日、
やすぎ懐古館一風亭周辺や和鋼博物館などで開
かれ、約１万６千人の来場者でにぎわいました。
全国各地の鋼製品などが集まった会場では、
全国の有名産地から刃物や砥石の業者 39 社によ
る包丁などの展示即売のほか、アウトドアナイ
フショーや刃物鍛造体験、クラシックカー展示
など、さまざまな催しが行われました。
刃物鍛造体験では、家族連れらが熱した鋼を
金づちでたたいて成形する、クラフトナイフづ
くりに挑戦。職人の指導を受けながら、真剣に
鋼を見据え、作業に没頭する姿が見られました。

国指定重要文化財の清水寺本堂で、屋根の全面
ふ

葺き替えによる修復工事完成を祝う落慶式が４月
29 日に行われ、多くの参拝客が詰めかけました。
前回の解体修理から約 20 年が経過し、屋根の
傷みが激しくなっていた本堂。葺き替えは、厚さ
約３ミリ長さ約 30 センチの薄い板を重ね合わせ

こけら

ていく、「杮葺き」という伝統技法が用いられ、
約１年４カ月をかけて修復されました。
落慶式では、能「復活の舞」や安来節などが奉

さんぺ い

納されたほか、撒餅式では、本堂前で待ち構えた
人びとに、約５千個の餅がまかれ、縁起物を受け
取ろうと大きな歓声が挙がっていました。

安来を代表する観光名所のひとつ清水寺。春らしい

好天にも恵まれ、新緑薫る美しい境内には工事の完

成を祝う参拝客であふれました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。
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安来の春の風物詩「はくたチューリップ祭」
が４月 15 日に伯太庁舎周辺で開かれ、今年も多
くの人でにぎわいました。
晴天に恵まれた当日は、約 100 品種 60 万本が
植えられたチューリップ畑も見ごろとなり、家
族連れらが色彩鮮やかなお花畑を背景に、記念
写真を撮ったり、お気に入りの花を選んだりし
ている姿などが見られました。また、メーン会
場では地元特産品などの販売や、特設ステージ
での郷土太鼓の共演などのアトラクションもあ
り、訪れた人は安来の春を満喫していました。

牛馬の守り神として知られる広瀬町東比田の
縄久利神社で４月 24 日、牛馬の無病息災などを
願う伝統の花傘神事が行われました。
この神事は、タケで組まれた直径約３㍍、高
さ約７㍍の大きな傘飾りに取り付けられた造花
を取り合う独特なもの。花は、家畜の厄除けと
なるといわれています。当日は、舞の奉納など
が終わると、空高く立てられた３基の傘飾りが
一斉に倒され、訪れた参拝客らがご利益を求め、
われ先にと傘飾りに駆け寄り、花を手に取って
いました。

芸術文化の分野で高い水準の普及活動などを
続ける団体などを表彰する、島根県文化奨励賞
に、出雲尼子を興す会（広瀬町）が選ばれました。
同会は、戦国大名尼子氏をはじめとする地元
の歴史文化の伝承に力を注ぎ、小学校で歴史教
室や厚紙で製作する鎧かぶと作り体験の機会を
提供するなど、地域に密着した活動に取り組ん
でいます。会長の山﨑亨二さんは、「これからも
広瀬の歴史をもっと多くの人に知ってもらいた
い」と、さらなる活動に意欲を燃
やしていました。

歴史読本の発刊、史跡ガイド、歴史講座の開催など、

さまざまな活動に取り組む同会。手作りの鎧かぶと

を装い、地域のイベントも盛り上げています。
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新新刊刊図図書書紹紹介介

にほんのおまじない
広田千悦子

日本語雑記帳 田中章夫
古事記誕生 工藤 隆
大平光代のくじけない生き方

大平光代
朱鳥の陵 坂東眞砂子
今日のごちそう 橋本 紡
ねえ、委員長 市川拓司
老婆は一日にして成らず

綾小路きみまろ
氷山の南 池澤夏樹
パトロネ 藤野可織
おもしろ地名・駅名歩き事典

村石利夫
〈お子さんのほん〉
図解絵本 東京スカイツリー

ナリナガ・ヨウ
ココがスゴい新幹線の技術

梅原 淳
ロス、きみを送る旅

キース・グレイ

三匹のおっさんふたたび 有川浩
願の糸（立場茶屋おりき）

今井絵美子
94歳から10代のあなたへ伝えた
い大切なこと 吉沢久子
ページをめくる指 絵本の世界
の魅力 金井美恵子
日本人の知らない日本語 3
（祝！卒業編） 海野凪子

〈お子さんのほん〉
もぐらのせんせい 斎藤 洋
とうさんとぼくと風のたび

小林 豊
つぼつくりのディヴ
ブライアン・コリアー／絵

ダメ犬ジャックは今日もごきげん
パトリシア・フィ二―／作

月へ（アポロ１１号のはるかなる旅）
ブライアン・フロッカ／絵

竜の子ラッキーと音楽師
エマ・チチェスター・クラーク/絵

猫背の虎 動乱始末 真保裕一
史記 ７ 北方謙三
鬼が泣く 富樫倫太郎
かすてぃら さだまさし
凍雨 大倉崇裕
長嶋少年 ねじめ正一
田中慎弥の掌劇場 田中慎弥
高原のフーダニット有栖川有栖
リベンジ・ホテル 江上 剛
鼠、剣を磨く 赤川次郎
縁切柳 吉田雄亮
池上彰のやさしい経済学 １

池上 彰
ちゃんと食えば、幸せになる

水木しげる
〈お子さんのほん〉
子どもたちはどこに

おかだじゅんや
天才たちの発明・実験のおはなし

米村でんじろう
日食観測ガイド 2012 藤井 旭
大きな運転席図鑑ぷらす

学研教育出版

県内の公立小中学校（小学４年～中学３年）の
すべての児童・生徒を対象とした、島根県学力調
査が４月 24 日・26 日に実施されました。
この調査は、児童生徒の学習状況や学習・生活
に関する意識・実態を把握し、教育施策の充実
と、学校での学習指導の改善に役立てることを目
的に島根県独自で行われています。
今年度は、学年ごとに国語や算数（数学）など
２～５教科の試験と、対象の全学年で意識調査が

行われ、結果は６月下旬に発表され
る予定です。

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : // : www.city.yasugi.shimane.jp/p/1/11/

℡３２－４４５５

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４
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安
来
市
が
受
け
付
け
た
東
日
本

大
震
災
義
援
金

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
５

●●
５５
月月
８８
日日
現現
在在
のの
総総
額額

１１
００
７７
５５
万万
５５
４４
５５
７７
円円

皆
さ
ま
の
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

●問
環
境
衛
生
課
℡
２３‐

３
１
０
１

最
近
、
取
り
締
り
の
対
象
と

な
る
違
法
な
野
焼
き
が
市
内
で

多
発
し
て
い
ま
す
。

庭
や
空
き
地
で
行
う
ご
み
の

野
焼
き
や
、
ド
ラ
ム
缶
や
ブ

ロ
ッ
ク
で
囲
っ
た
簡
易
的
な
焼

却
炉
を
使
用
し
た
ご
み
の
焼
却

は
、
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
違
反
し
た
場
合
は

罰
則
も
あ
り
ま
す
）

禁
止
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
焼

却
は
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
例
外
と
な
る
野
焼
き

い
ず
れ
も
、
事
前
に
消
防
署

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▽
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
も
の

▽
暖
を
と

る
た
め
な
ど
の
軽
微
な
た
き
火

で
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
与
え

る
影
響
が
軽
微
な
も
の
（
煙
の

量
や
に
お
い
な
ど
が
近
所
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
程
度
の
少
量
の

焼
却
）

▽
と
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
も
の
。

廃
棄
物
集
積
場
設
置
費
の
補
助

●申
●問
環
境
衛
生
課

℡
２３‐

３
０
１
２

分
別
収
集
に
よ
る
再
資
源
化

の
促
進
と
円
滑
な
ご
み
収
集
を

推
進
す
る
た
め
、
自
治
会
が
分

別
収
集
を
目
的
に
集
積
場
を
設

置
す
る
場
合
、
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

集
積
場
の
設
置
を
検
討
さ
れ

て
い
る
自
治
会
は
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容

設
置
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
９
万
円
※

２
回
目
以
降
の
場
合

は
、
５
万
円
）

支給対象者

中学校修了までのお子さんを養育し
ている人。（子どもが児童福祉施設に
居住している場合はその施設長）
※これまで子ども手当を受けていた人
は、４～５月分の児童手当を受ける
ために、改めて手続きする必要はあ
りません。

支給月額（子ども一人当たり）

■ ３歳未満 １５，０００円
■ ３歳～小学校修了前
第１子・第２子 １０，０００円
第３子以降 １５，０００円
※０歳から 18 歳に到達する年度
の末日（３月 31 日）までの間
にある子どもを対象として数え
ます。

■ 中学生 １０，０００円
■ 所得制限を超える場合
（０歳～中学生） ５，０００円
※平成 24 年６月分の手当から、所
得制限が導入されます。

支給月

■１０月（６月分～９月分）
■ ２月（１０月分～１月分）
■ ６月（２月分～５月分）

平成 24 年４月から「子ども手当」は「児童手当」に変わりました

６月分以降の受給資格な
どを確認するため、現況届
の提出をお願いします。
関係書類は、手当を受け
ている人に対して５月末に
発送します。
現況届の提出期限 ６月末
提出先 福祉課（広瀬●庁）

市民課④窓口（安来●庁）
伯太●地（伯太●庁）
※公務員の人は、勤務先へ
提出してください。

現況届の提出は 6月末までに

主な改正点として、６月分の手当から所得制限が導入されます

●問福祉課福祉セクション
℡２３－３２１１

行行

政政

違
法
な
ご
み
の
焼
却
を
目
撃

し
場
合
は
、
警
察
、
消
防
署
、

環
境
衛
生
課
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
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永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
４
年
６
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２４
年
３
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

６
月
３
日
㈰
〜
６

月
７
日
㈭
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来
●庁
）

異
義
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
義
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
等
の
現
況
届
の
提

出
は
６
月
末
ま
で
に

●問
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
３
６
０

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の
提

出
が
毎
年
必
要
で
す
。
現
況
届

の
用
紙
は
、
５
月
末
ご
ろ
に
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
受
給
者
宛

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

提
出
期
間

６
月
１
日
㈮
〜
６

月
２９
日
㈮

提
出
先

農
業
委
員
会
（
伯
太

●庁
）、市
民
課（
安
来
●庁
）、広
瀬
・

伯
太
各
●地（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）

そ
の
他

届
の
提
出
が
な
い
場

合
、
１１
月
の
支
払
い
か
ら
提
出

す
る
ま
で
の
間
、
支
払
い
が
停

止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
課
税

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

●問
税
務
課
℡
２３‐

３
０
５
２

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
を
計
算
す
る
た
め

の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額
の

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

改
正
点

▽
平
成
２４
年
度
〜
２５
年
度

住
宅
用
地
の
負
担
水
準
の
範

囲
を
「
８０
％
未
満
」
を
「
９０
％

未
満
」、「
８０
％
以
上
１
０
０
％

未
満
」を「
９０
％
以
上
１
０
０
％

未
満
」に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
、据

置
特
例
を
縮
小
し
ま
す
。

▽
平
成
２６
年
度
の
課
税

住
宅
用
地
の
負
担
水
準
９０
％

以
上
の
住
宅
用
地
の
据
置
特
例

を
廃
止
し
ま
す
。

※
負
担
水
準
…
前
年
度
課
税
標

準
額
÷
本
年
度
評
価
額
×
住
宅

用
地
特
例
率
×
１
０
０
で
求
め

た
割
合
で
す
。

そ
の
他

こ
の
改
正
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
額
が
増
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

い
ず
れ
も
安
来
市
民
会
館
内

か
ら
の
移
転
で
す
。（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し
）

●●
安
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
（
℡
２３‐

1
８
５
５
）

移
転
先

飯
島
町
１
２
４
０
番

地
１３
（
※
日
立
金
属
体
育
館
横
）

移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

５

月
１
日

●●
安
来
市
土
地
改
良
区

（
℡
２２‐

３
６
６
2)

移
転
先

沢
町
3
１
７
番
地
１

（
農
村
公
園
「
出
雲
織
の
き
白

鳥
の
里
」内
※
白
鳥
ロ
ー
ド
沿
い
）

移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

５

月
２８
日

個人情報
３件
３件

情報公開
１８ 件
１８ 件

受 付
公文書

個人情報
０件
０件
３件
０件
０件

情報公開
９件
６件
３件
０件
０件

種 類
公 開
部分公開
非公開
却 下
本人取下

個人情報
３人

情報公開
１１ 人請求権者

個人情報
０件
０件
０件
０件
２件
０件
０件
１件
０件
０件
０件
０件

情報公開
２件
２件
２件
１件
１件
１件
１件
１件
１件
３件
１件
２件

課名
企画調整課
庁舎建設推進室
総務課
危機管理室
市民課
市民参画課
地域振興課
子ども未来課
維持管理課
建築住宅課
議会事務局
農業委員会

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●問総務課℡２３－３０１９

平成２３年度 公文書情報公開請求
および個人情報開示請求の状況

※非公開は、いずれも文書不存在のため。

２．公開の請求に対する決定状況

３．請求者などの状況

４．請求担当課別状況（受理）

５．異議申し立て ともに０件

１．請求件数
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高
齢
者
外
出
支
援
事
業

●申
●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
２
４

寝
た
き
り
や
車
い
す
の
利
用

な
ど
に
よ
り
、
一
般
の
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
に
対
し
て
、
医
療
な
ど

を
受
け
る
た
め
の
外
出
を
支
援

し
ま
す
。
利
用
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

対
象

市
内
に
在
住
す
る
６５
歳

以
上
の
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
で
、
寝
た
き
り
か
重
度
の

歩
行
機
能
障
が
い
の
た
め
、
車

い
す
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
人
。

支
援
内
容

車
い
す
の
ま
ま
乗

降
で
き
る
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー

（
介
護
タ
ク
シ
ー
）
を
利
用
し

て
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
入

退
院
、
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所

な
ど
を
す
る
場
合
、
そ
の
運
賃

を
月
２
回
ま
で
補
助
し
ま
す
。

※
買
い
物
や
旅
行
な
ど
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
窓
口

高
齢
者
安
心
課

（
広
瀬
●庁
）、
市
民
課
（
安
来

●庁
）、
伯
太
●地
（
伯
太
●庁
）

安
来
市
戦
没
者
追
悼
式

●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
１

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

の
慰
霊
と
、
平
和
を
願
う
市
民

の
強
い
決
意
を
表
し
ま
す
。

日
時

６
月
２２
日
㈮
１４
時
〜

場
所

安
来
市
民
会
館

狩
猟
免
許
試
験

●問
島
根
県
鳥
獣
対
策
室

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
１
６
０

日
時

７
月
２９
日
㈰
９
時
〜

場
所

松
江
合
同
庁
舎

●●
事
前
講
習
会

●問
島
根
県
猟
友
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

４
１
２
９

日
時

７
月
２２
日
㈰
９
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交

応募資格 日本国内にお住まいのどなたでも応募できます。
応募方法 「愛称（ふりがな）・愛称の説明・氏名（ふりがな）・
住所・連絡先」を明記の上、郵便（ハガキ可）・電子メール・
ＦＡＸにてご応募ください。
※一人３点まで。作品は自作で未発表のものに限ります。
応募期限 ６月 25 日㈪（当日の消印有効）
賞 ・最優秀賞１点（賞状、２万円分の商品券と圏域特産品セット）
・優秀賞５点（賞状、圏域特産品セット）
※採用作品に多数の応募があった場合は抽選となります。
※結果発表は、７月中旬を予定。

その他 募集要項・応募用紙は、企画調整課（安来●庁）、中海・
宍道湖・大山圏域市長会事務局に設置しているほか、同市長
会のホームページからダウンロード可。

●申●問・中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局（米子市企画課内）
℡０８５９-２３-５３７６ FAX０８５９-２３-５３９２

Ｅ-mail : nakaumi@web-sanin.co.jp

・安来市企画調整課 ℡２３-３０５９

「中海・宍道湖・大山圏域市長会」の愛称を募集します
３月 29 日に発足した中海・宍道湖・大山圏域市長会では、
全国にＰＲでき、皆さんに親しみを持っていただけるような、
市長会（組織）の愛称を募集します。

平成 17 年にラムサール条約に登録され、西日本最大の渡
り鳥の飛来地となっている中海と宍道湖の沿岸に位置し、北
は日本海、南東には、中国地方の最高峰、国立公園
「大山」がそびえています。

募募 集集 概概 要要

中海・宍道湖・大山圏域市長会とは

中海・宍道湖沿岸の自
治体による行政上の共通
課題などについて連絡調
整を行い、圏域の総合的・
一体的な発展の推進を図
ることを目的に、５市（安
来・松江・出雲・米子・
境港）の市長と、大山圏
域（鳥取県西部７町村）
の代表者（オブザーバー）で
構成する組織。

圏域の特徴

１８



有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
に

対
す
る
補
助
金

●問
農
林
振
興
課
℡
２３‐

３
３
３
０

次
の
条
件
に
該
当
す
る
有
害

鳥
獣
対
策
に
対
し
、
装
置
購
入

費
の
１
０
０
分
の
４０
以
内
を
補

助
し
ま
す
。
（
上
限
あ
り
）

対
象
者

▽
市
内
で
農
地
を
有

す
る
ま
た
は
、
維
持
管
理
を
す

る
農
林
作
物
生
産
者

▽
農
林

作
物
生
産
者
を
有
す
る
集
落
組

織

▽
営
農
集
団
お
よ
び
や
す

ぎ
農
業
協
同
組
合
。

対
象
地

市
内
農
地
（
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
、

ほ
か
の
補
助
制
度
の
受
益
農
地

を
除
く
）

内
容

鳥
類
や
獣
類
被
害
防
止

対
策
の
た
め
の
防
護
壁
・
柵
・

網
や
電
気
牧
柵
、
爆
音
機
な
ど

（
平
成
２４
年
９
月
３０
日
ま
で
に

設
置
し
た
も
の
）
※
お
り
、
わ

な
、
爆
音
機
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に

要
す
る
費
用
を
除
く
。

そ
の
他

申
請
書
は
農
林
振
興

課
（
伯
太
●庁
）、
総
合
案
内
（
安

来
●庁
）、広
瀬
●地
で
お
渡
し
し
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

申
請
期
限

１０
月
３１
日
㈬

安
来
市
立
病
院
モ
ニ
タ
ー
募
集

●申
●問
安
来
市
立
病
院
総
務
課

℡
３２‐

２
１
２
１

〒
６
９
２‐

０
４
０
４

安
来
市
広
瀬
町
広
瀬
１
９

３
１
番
地

皆
さ
ん
の
声
を
病
院
運
営
に

反
映
さ
せ
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数

１０
人
程
度
（
市
内

を
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
地
域
割
り

し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
２
人
）

応
募
方
法

は
が
き
に
、氏
名
・

性
別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
・
居
住
す
る
地
区
の
交
流
セ

ン
タ
ー
名
・
病
院
に
対
す
る
意

見
（
自
由
記
述
）
を
ご
記
入
の

上
、
安
来
市
立
病
院
総
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

６
月
２０
日
㈬

委
嘱
期
間

８
月
１
日
〜
平
成

２６
年
３
月
３１
日

そ
の
他

年
間
２
〜
３
回
会
議

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

７
月
か
ら
改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す

●問
島
根
労
働
局
雇
用
均
等
室

℡
０
８
５
２‐

３１‐

１
１
６
１

７
月
１
日
か
ら
、
男
女
が
と

も
に
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
で

き
る
働
き
方
を
目
指
し
た
「
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
が
全

面
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
業
員
数
が

１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
に

も
、
①
短
時
間
勤
務
制
度
、
②

所
定
外
労
働
の
制
限
制
度
、
③

介
護
休
暇
制
度
が
適
用
さ
れ
、

就
業
規
則
や
育
児
・
介
護
休
業

規
定
の
改
正
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
ご
注
意
を

●問
広
瀬
土
木
事
業
所
℡
３２‐

２

０
３
１
（
布
部
ダ
ム
担
当
℡

３２‐

４
１
５
４
・
山
佐
ダ
ム

担
当
℡
３２‐

４
１
４
８
）

布
部
ダ
ム
と
山
佐
ダ
ム
は
、

上
流
の
大
雨
な
ど
で
や
む
を
得

ず
放
流
す
る
（
水
を
流
す
）
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
川
の

水
が
急
に
増
え
だ
し
ま
す
。

放
流
時
は
、
警
報
局
や
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
や
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
サ
イ

レ
ン
な
ど
が
聞
こ
え
た
ら
す
ぐ

に
川
か
ら
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雨
の
季
節
に
関
わ
ら

ず
、
気
象
台
が
発
表
す
る
雨
や

洪
水
に
関
す
る
警
報
・
注
意
報

や
台
風
の
接
近
の
際
に
も
、
ダ

ム
か
ら
の
放
流
警
報
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
１０
月
入
学
生
募
集

（
現
在
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
）

●問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ

ー
℡
０
８
５
２‐

２８‐

５
５
０
０

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限

８
月
３１
日
㈮
必
着

資
料
請
求
（
無
料
）

島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
放
送
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
）

●●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
・
場
所

６
月
１７
日
㈰
・

７
月
１５
日
㈰
ほ
か
１０
時
〜
・
１４

時
〜
（
各
２
回
）
、
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー（
松
江
市
・
ス
テ
ィ
ッ

ク
ビ
ル
４
階
）

土
地
の
公
売

●申
●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

市
で
は
、
次
の
土
地
を
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
管
財

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
売
土
地

▽
所
在
・
地
番
…

黒
井
田
町
字
油
坪
２
０
０
番
１

５
８

▽
地
目
…
宅
地

▽
地

積
…
４
８
４
・
３２
平
方
㍍
（
約

１
４
６
・
５０
坪
）

▽
所
有
者

…
安
来
市

▽
購
入
後
の
指
定

用
途
…
住
宅
ま
た
は
店
舗
併
用

住
宅
。

最
低
売
却
価
格

１
１
８
６
万

５
８
４
０
円
（
２
万
４
５
０
０

円
／
平
方
㍍
）

申
込
期
限

６
月
２１
日
㈭
必
着
。

入
札

６
月
２７
日
㈬
１０
時
〜

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

イベント情報QRコード
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乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
１４
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
１４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２３
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時

６
月
２８
日
㈭
９
時
〜
９

時
４５
分
※
対
象
児
多
数
の
た

め
、
午
後
の
ご
案
内
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

場
所

伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
２８
日
㈭

１３
時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２１
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

６
月
２０
日
㈬
１３

時
１５
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
対
象

６
月
１９
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
９
時
４５
分
〜

１０
時

▽
９
〜
１１
カ
月
児
１３
時

３０
分
〜
１３
時
４５
分（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

６
月
１５
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
〜
パ
パ
マ
マ

ク
ッ
キ
ン
グ
〜
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

６
月
７
日
㈭
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

妊
婦
と
そ
の
夫
。

内
容

調
理
実
習
、妊
婦
貧
血
・

高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
。

申
込
期
限

６
月
１
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
て
ふ
き
、

参
加
費
１
世
帯
あ
た
り
１
０
０

円
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

親
子
で
楽
し
く
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
し
て
親
子
で
楽

し
み
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
２７
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

乳
幼
児
期
の
歯
と
生
活

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

お
子
さ
ん
の
歯
を
虫
歯
か
ら

守
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
生
活
全

般
の
お
話
と
個
別
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
だ
歯
が
生
え
て
い
な

い
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
５
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
つ
ど
い
の
広

場
（
親
子
●交
内
）

持
ち
物

使
用
し
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
。

講
習
会
「
乳
幼
児
の
事
故
予
防

と
応
急
手
当
」（
託
児
あ
り
・
要

申
込
）

●申
●問
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

７
０
５
０

子
ど
も
は
何
に
で
も
興
味
関

心
を
持
ち
行
動
し
ま
す
。
け
が

や
事
故
の
も
し
も
の
時
に
あ
わ

て
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

６
月
１９
日
㈫
９

時
３０
分
〜
１２
時
、
親
子
●交

内
容

子
ど
も
の
け
が
の
処
置

や
対
応
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含

む
救
急
法
に
つ
い
て
。

講
師

日
本
赤
十
字
社
島
根
県

支
部
幼
児
安
全
法
指
導
員

申
込
期
限

６
月
１５
日
㈮

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

要
約
筆
記
通
訳
の
会
ま
つ
え

た
ん
ぽ
ぽ

℡
０
８
５
２‐

３２‐

３
７
３
２

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
し
、
話
の
内
容
を
要
約
し
、

文
字
に
し
て
伝
え
る
筆
記
通
訳

を
行
う
要
約
筆
記
奉
仕
員
を
養

成
し
ま
す
。
１
年
間
で
要
約
筆

記
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の
習

得
を
目
指
し
ま
す
。

日
程

６
月
３０
日
㈯
〜
平
成
２５

年
３
月（
第
１
・
第
３
土
曜
日
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
※
全
１８

回場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

別
途
３
０
０
０
円
程
度
）
。

申
込
期
限

６
月
１５
日
㈮

そ
の
他

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

講
座
と
な
り
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
し
、
手
話
で
日
常
的
な
コ

保保

健健

教教
室室
・・
講講
座座

２０



ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
な

ど
を
行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成

し
ま
す
。
２
年
間
で
簡
単
な
日

常
会
話
を
行
う
の
に
必
要
な
手

話
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

日
程

▽
入
門
課
程
…
７
月
９

日
〜
平
成
２５
年
２
月
１８
日
（
隔

週
月
曜
日
）
１３
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分
※
全
２２
回

▽
基
礎
課
程

は
平
成
２５
年
度
開
催
予
定
。

場
所

安
来
中
央
●交

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

別
途
１
５
０
０
円
程
度
）
。

申
込
期
限

７
月
２
日
㈪

定
員

２０
人
程
度
（
先
着
順
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

心
の
病
気
や
精
神
障
が
い
者

の
よ
き
理
解
者
と
な
り
、
生
活

や
社
会
参
加
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

７
月
３
日
㈫
・

１９
日
㈭
・
３１
㈫
・
８
月
下
旬
・

９
月
１１
日
㈫
、
広
瀬
●健

申
込
期
限

６
月
２５
日
㈪

そ
の
他

原
則
５
回
の
講
座
す

べ
て
を
受
講
で
き
る
人
が
対
象
。

安
来
市
歴
史
文
化
講
座

「
中
世
安
来
津
と
安
来
町
」（
無
料
）

●問
文
化
課

℡
２３‐

３
３
１
５

日
時
・
場
所

６
月
１６
日
㈯
１４

時
〜
１６
時
、
和
鋼
博
物
館

講
師

長
谷
川
博
史
氏
（
島
根

大
学
教
育
学
部
教
授
）

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※※
場
所
は
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー

●●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

６
月
４
日
㈪
・
１１
日
㈪・

１８
日
㈪
、
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
オ
フ
ィ
ス
２
０
１
０
（
セ
ブ

ン
）
対
応
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
初
級
コ
ー
ス

日
時

６
月
２０
日
㈬
・
２１
日
㈭
・

２５
日
㈪
・
２６
日
㈫（
４
日
間
コ
ー

ス
）、９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対
象

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
夜
間
コ
ー

ス（
オ
フ
ィ
ス
２
０
１
０
対
応
）

日
時

６
月
２２
日
㈮
〜
７
月
１０

日
㈫
の
間
の
毎
週
㈫
㈮（
６
日
間

コ
ー
ス
）、１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
集
中
的
に
学
べ
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

受
講
料

３
０
０
０
円
（
１
回

２
時
間
）
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

再
就
職
に
向
け
て
ヘ
ル
パ
ー

２
級
の
資
格
取
得
が
目
標
。
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
が
学
べ
ま
す
。

期
間

７
月
３
日
〜
１０
月
３０
日

（
原
則
、
土
日
・
祝
日
、
お
盆

期
間
を
除
く
。職
場
実
習
あ
り
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

募
集
期
限

６
月
１２
日
㈫

受
講
料

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
・

健
康
診
断
費
用
・
総
合
保
険
料

は
個
人
負
担
）
。

そ
の
他

定
員
２０
人

▽
雇
用

保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
な
ど

が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付
金

も
対
応
。

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

安
来
（
℡
２２‐

２
５

４
５
）

■第１回 ６月２日㈯13時 30分～15時 30分
演題 須佐之男命が命名した安来郷
講師 多羅尾整治氏（古代出雲王国研究会主宰）
■第２回 ７月７日㈯13時 30分～15時 30分
演題 四千万歩の男 伊能忠敬が歩いた安来
講師 面谷明俊氏（島根地理学会会員・松江伊能会会員）
■第３回 ８月４日㈯13時 30分～15時 30分
演題 中海周辺稲荷八社と狐たちの伝説

ゆずりは

講師 楪範之氏（立花書院社長）
■第４回 ９月１日㈯13時 30分～15時 30分
演題 安来周辺の山城遺構について さん

講師 山根正明氏（松江市文化財課史料編纂室専門官）
■第５回 10月６日㈯13時 30分～15時 30分
演題 続編母里藩の窮乏を支え続けた御用商人と藩士
講師 樋野俊晴氏（アーカイブス、郷土史研究家）
■第６回 11月３日㈯㈷13時 30分～15時 30分
演題 出雲富田城主 吉川広家公のこと
講師 藤岡大拙氏（荒神谷博物館館長）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

図書館歴史講座「安来探訪」（参加無料）

●問安来市立図書館 ℡２２‐２５７４

安来市にまつわる、歴史・文化・芸術に
ついて、さまざまな視点で紹介します。

和鋼博物館映像ホール

日程・内容

場所

２１



し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
℻
０
８
５
２‐

３３‐
７
７
１
０

メ
ー
ルshim

a
ne

-ess
@
oa
sis
.

ocn
.ne
.jp

意
欲
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な

か
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
な
ど
を
対
象
に
、
職
業
的
自

立
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

●●
安
来
市
で
の
出
張
相
談
会

日
程

毎
月
第
２
木
曜
日
（
予

定
）
１１
時
〜
１６
時

場
所

安
来
中
央
●交

対
象

１５
歳
か
ら
お
お
む
ね
４０

歳
未
満
の
人
（
学
生
含
む
）
お

よ
び
、
そ
の
家
族
・
関
係
者
。

申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
、
開
催
日
の
２
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時·

場
所

▽
６
月
７
日
㈭
・
１５
日
㈮
・
２８

日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
、

松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

●●
相
談
時
間
等
は
、
次
の
と
お

り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

℡
２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談
（
要

申
込
）
、
行
政
相
談

市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

栄
養
相
談

い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

安来市出身作家 青戸慧の水彩画「出雲神話」
の作品展を開催します。

期間 ５月１日㈫～７月 31 日㈫
場所 加納美術館

日時 ７月 15 日㈰13 時 30 分～14 時 30 分
場所 加納美術館
講師 本間恵美子氏（八雲立つ風土記の丘 所長）
※講演会当日はシャトルバスを運行します
【行き】安来駅発（12：15）→市立病院（12：35）

→加納美術館着（13：00）
【帰り】加納美術館発（１5 :３0)→市立病院（１5 :５5)

→安来駅着（１６: 1５)

●問加納美術館 ℡３６-０８８０

古古事事記記 11330000 年年特特別別企企画画
「神話の世界へどうぞ」 青戸慧作品展

相相

談談

講講演演会会「「神神話話のの世世界界へへどどううぞぞ」」

イイ
ベベ
ンン
トト

第第４４回回よよりり良良いい消消費費生生活活ののたためめのの集集いい

悪質な訪問販売や不当請求など、消費者トラブ
ルの対処法や未然防止について、講演やユーモア
あふれる寸劇・解説などを通し、楽しくわかりや
すく紹介します。

日時 ６月 24 日㈰13 時 30 分～16 時
場所 安来市民会館
内容 ■基調講演 演題…悪質商法について

講師…桐山香代子氏（弁護士）
■安来消（笑）費百科
出演者…桐山弁護士、桂吉弥さん、安来
の仁鶴さん、安来の上沼恵美子さん
※寸劇は劇団ストップ、島根総合福祉
専門学校の皆さん

■安来市の相談の取り組み紹介
■集いの宣言
■落語 桂吉弥さん
その他 入場無料（未就学児の

入場はご遠慮ください）

●問市民相談室
℡２３-３０６８

安来中央●交、広瀬社会福祉センター
いきいきの郷はくた

６月１日は「人権擁護委員の日」
人権に関する特設相談所を開設します

全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委
員法が施行された６月１日を「人権擁護委
員の日」と定め、全国的な啓発活動を展開
しています。
安来市でも、３会場で特設人権相談所を
開設し、人権養護委員が、身近なことでの
お困りごとなどについて相談に応じ、皆さ
んとともに問題解決のための方法を考えま
す。気軽にご相談ください。（秘密厳守）

●問人権施策推進課 ℡２３‐３０９５

６月１日㈮９時～12 時日時
場所

２２



吉
田
ほ
た
る
祭
り

●問
吉
田
ほ
た
る
祭
り
実
行
委
員
会

℡
27‐

０
３
２
５

日
程
・
場
所

６
月
１４
日
㈭
〜

１８
日
㈪
（
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
は

１６
日
㈯
１９
時
〜
）、吉
田
●交
周
辺

内
容

１６
日
（
お
祭
り
イ
ベ
ン

ト
の
日
）
は
吉
田
●交
で
ホ
タ
ル

や
環
境
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
。

広
場
で
は
出
店

あ
り
。

生
ご
み
先
生
の
食
育
講
演
会

●問
Ｅ
Ｍ
で
自
然
と
生
命
を
育

む
会
・
小
原

℡
０
９
０‐

１
５
３
６‐

７
５
４
０

「
こ
こ
ろ
も
体
も
食
か
ら
育

つ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
元
気

な
体
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
１７
日
㈰
１０
時
〜
１２

時

場
所

宇
賀
荘
小
学
校
体
育
館

講
師

吉
田
俊
道
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
大
地
と
い
の
ち
の
会
理
事

長
）

参
加
費

５
０
０
円
。

日
時

６
月
２
日
㈯
９
時
３０
分

ス
タ
ー
ト
（
受
付
８
時
〜
・
開

会
式
９
時
〜
）
※
雨
天
決
行
。

コ
ー
ス

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園

（
仮
称
）
発
〜
門
生
町
〜
広
瀬

清
水
街
道
〜
清
水
展
望
台
ま
た

は
仁
王
門
〜
清
水
寺
（
貫
主
講

話
、
安
来
節
披
露
）
〜
折
り
返

し
〜
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
着
※

往
復
約
１０
㌔
。

申
込
方
法

参
加
者
の
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
連
絡
先
（
電
話

番
号
）、
参
加
人
数
（
保
険
加

入
の
た
め
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
住
所
、
年
齢
）
を
明
記
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
な
ど
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

５
月
３０
日
㈬

参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

一
般
７
０
０
円
、中
高
生
・
団
体

（
１０
人
以
上
）５
０
０
円
、
い
い

夫
婦
１
１
０
０
円
、小
学
生
以
下

無
料
。
※
当
日
会
場
で
徴
収
。

定
員

７
０
０
人
（
先
着
順
）

そ
の
他

▽
参
加
者
全
員
に
参

加
賞

▽
完
歩
後
、
道
の
駅
で

安
来
の
特
産
品
な
ど
が
多
数
当

た
る
抽
選
会
な
ど
を
開
催
。

主
催

安
来
・
清
水
寺
古
道
ウ

オ
ー
ク
実
行
委
員
会

●申
●問
日
本
海
新
聞
西
部
本
社
事

業
課

℡
０
８
５
９‐

３４‐

８
８
１
３

℻
０
８
５
９‐

３４‐

８
８
１
７

メ
ー
ルs-jig

yo@
nnn.co.jp

寄附金の充当事業
（平成 24年度）

・環境保全および
水質浄化事業

・つどいの広場事業

・障がい者基本計画
策定事業

・ブックスタート推進事業
・地球温暖化対策事業

寄附金額
開始した平成 20
年度からの累計

２，４５３，０００円
（１８２件）

２，２５７，０００円
（１４０件）

１，４５８，５００円
（８５件）

７，６４８，５００円
（３１１件）

１３，８１７，０００円
（７１８件）

平成 23年度

８１５，０００円
（７８件）

６５５，０００円
（６３件）

３４０，０００円
（２７件）

３，７１５，０００円
（１３９件）

５，５２５，０００円
（３０７件）

寄附の項目（事業名）

ふるさとの自然環境及び景観
の保全又は活用に関する事業

子どもの健全育成又はふるさ
と教育の推進に関する事業

地域医療又は福祉の充実に
関する事業

指定しない

合 計

５５２万５千円（３０７件）

〝〝清清水水寺寺本本堂堂修修復復落落慶慶記記念念〟〟

平平成成２２３３年年度度ににおお寄寄せせいいたただだいいたた寄寄附附金金はは

第第
２
回
安
来
・
清
水
寺
古
道
ウ
オ
ー
ク

平成 23 年度のふるさと寄附として、市民の皆さまをはじめ、
全国からたくさんの寄附金をいただきました。ふるさと安来へ
の温かいご厚意に感謝いたします。
お寄せいただきました寄附金は、「どじょう掬いのまちやすぎ
応援基金」に積み立て、そのうちの２００万円を平成 24 年度に行う事業に
活用させていただきます。

伝
統
あ
る
清
水
参
詣

の
古
道
を
歩
き
、
趣
の

あ
る
清
水
寺
を
散
策
し

な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

皆さまの温かいご厚意に感謝いたします

●問企画調整課 ℡２３－３０５９

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

■寄附金の内訳と使途

ふるさと寄附の
状況報告

２３




